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天
界
第
七
十
入
號
附
録
（
犬
正
九
年
十
二
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
昭
和
ご
年
二
月
ゴ
十
四
日
印
刷
同
二
十
五
口
獲
行
）

天
文
語
彙

の

（
十
九
）

森
　
川
　
光
　
郎
編

ヨ謝

せ
い
う
ん
星
雲
（
乞
。
ぴ
巳
餌
）
　
天
室
に
、
恒
星
の
他
に
星
雲
ご

　
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
Q
其
の
大
な
る
も
の
二
つ
三
つ
は

　
肉
眼
で
見
》
π
る
が
、
殆
ん
ご
総
べ
て
は
岨
理
趣
鏡
に
よ
ら
ね

　
ば
な
ら
ぬ
〇
十
七
世
紀
の
初
め
マ
リ
ウ
ス
が
ア
ン
ド
ロ
メ

　
ダ
星
雲
や
オ
ジ
オ
ソ
星
雲
を
楼
書
し
た
の
が
最
初
で
、
現

　
在
で
は
一
萬
二
千
以
上
の
星
雲
が
記
録
さ
れ
て
み
る
。
之

　
等
の
星
雲
は
視
差
や
分
布
の
研
究
の
結
果
、
銀
河
系
内
に

　
あ
る
も
の
こ
系
外
に
あ
る
も
の
こ
あ
る
事
が
明
か
に
さ

　
れ
．
ハ
プ
ル
は
星
雲
を
銀
河
星
雲
（
（
甲
P
一
陣
O
謡
O
　
ロ
ワ
臼
①
σ
戸
篇
ρ
）

　
ご
非
銀
河
星
雲
（
Z
O
〒
Ω
巴
混
晶
。
乞
Φ
げ
巳
9
）
に
大
別
し
た
。

　
銀
河
星
雲
は
更
に
不
規
則
星
雲
ご
遊
星
形
星
雲
ご
に
、
非

　
銀
河
星
雲
は
轟
音
星
雲
ご
紡
纏
形
星
雲
ご
に
発
け
ら
れ
る

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

　
不
規
則
青
雲
　
（
一
）
高
き
ω
0
　
り
向
0
び
賃
一
9
）
形
が
不
規
則
で
琵
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
プ
リ
ウ
ム

か
ら
成
り
、
水
素
・
ヘ
ソ
ウ
ム
・
星
雲
恥
丘
の
線
が
殊
に
著

し
い
。
オ
ソ
オ
ン
星
雲
・
三
つ
裂
き
星
雲
等
が
あ
る
。

之
に
謝
し
て
登
光
し
な
い
星
雲
が
銀
河
の
所
々
に
見
ら
れ

る
。
之
等
を
暗
黒
星
雲
（
U
9
涛
客
9
包
9
）
ご
云
ふ
。

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

遊
星
形
星
雲
（
霞
鴛
・
§
団
宕
Φ
げ
巳
9
）
　
一
般
に
圓
板
歌
に

見
え
る
も
の
で
、
標
準
型
こ
し
て
は
一
個
の
恒
星
を
中
心

核
こ
す
る
琵
斯
球
を
な
す
如
き
も
の
で
あ
る
○
こ
の
恒
星

は
特
許
ヲ
〃
フ
・
ラ
イ
エ
星
の
機
な
早
期
星
で
あ
る
。
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
グ

素
・
ヘ
ソ
ウ
ム
・
星
雲
素
等
の
線
が
著
し
い
。
琴
座
の
輪
形

星
雲
・
亜
鈴
星
雲
・
鳥
星
雲
等
約
百
個
知
ら
れ
て
み
る
。

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

渦
懇
星
雲
（
ω
娼
ヰ
巴
累
。
σ
包
ρ
）
精
輝
い
た
中
心
核
か
ら
左

右
に
渦
忽
朕
に
枝
を
出
し
て
み
る
も
の
で
枝
は
三
廻
り
も

憲
い
て
る
る
も
の
は
殆
ん
ご
な
い
。
ス
ペ
ク
ト
ル
は
連
綾

で
男
並
の
線
は
殆
ざ
な
い
Q
書
論
憲
星
雲
は
皆
距
離
が
非

常
に
大
で
あ
り
、
其
の
分
布
が
銀
河
の
爾
極
の
方
に
密
集

し
て
み
る
事
等
か
ら
、
之
は
銀
河
系
外
に
あ
っ
て
、
其
各

々
が
恒
星
の
春
夏
か
ら
成
り
、
銀
河
系
に
疋
敵
す
る
宇
宙

を
形
成
し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
ご
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
カ

ー
チ
ス
は
銀
鼠
星
雲
の
勲
が
百
萬
よ
り
少
く
は
な
い
だ
ら

う
ご
云
っ
て
み
る
○
代
表
的
な
も
の
こ
し
て
、
ア
ン
ー
3
η



74

　
メ
ダ
星
雲
、
猟
犬
座
の
星
雲
等
が
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
紡
無
皿
形
星
曇
調
（
ω
冨
臼
。
寄
ぴ
岳
）
分
布
。
距
離
㍗
ス
ペ
ク

　
ト
ル
等
が
渦
蓉
星
雲
ご
一
致
す
る
事
ご
其
の
形
が
紡
纏
形

　
を
な
す
事
か
ら
渦
巷
星
雲
を
横
の
方
か
ら
見
た
も
の
だ
ら

　
う
ご
考
へ
ら
れ
て
る
る
。

　
．
爾
ほ
非
銀
河
星
雲
の
中
に
も
形
の
不
規
則
な
の
が
あ
る
。

　
マ
ゼ
ラ
ン
雲
は
其
の
最
近
の
も
の
だ
ら
う
ご
ハ
ブ
ル
は
云

　
つ
て
み
る
。

せ
い
う
ん
せ
つ
星
雲
説
　
（
乞
・
σ
包
母
頃
巻
。
9
¢
駐
）
　
カ
ン
ト

　
は
一
し
急
五
五
年
に
、
ラ
プ
ラ
ス
は
一
レ
～
九
山
一
年
に
、
太
陽

　
系
が
星
雲
か
ら
逡
化
登
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
の
説
を
出

　
し
た
。
之
を
一
緒
に
し
て
カ
ン
ト
・
ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲
説

　
ご
云
ふ
。

　
カ
ン
ト
は
静
止
し
た
微
塵
よ
り
な
る
原
始
渾
沌
を
假
定
し

　
之
が
重
力
の
作
用
に
よ
っ
て
一
中
心
の
周
り
に
廻
轄
し
、

　
歎
多
の
微
塵
環
を
形
成
す
る
、
一
こ
の
微
塵
環
が
遊
星
こ

　
な
る
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
た
。
而
し
こ
の
経
路
は
力
學
法

　
則
に
悼
っ
て
み
る
。

　
ラ
プ
ラ
ス
は
原
叩
始
星
三
岡
が
最
「
初
か
ら
中
v
心
軸
の
周
・
り
に
　
廻

　
轄
し
て
み
た
も
の
ビ
量
定
し
、
斯
様
な
も
の
は
牧
縮
の
結

果
土
星
に
見
る
機
な
環
を
分
離
し
此
の
環
が
遊
星
に
白
化

　
し
來
つ
た
も
の
で
あ
る
ご
解
訂
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
様

　
な
盆
路
か
ら
大
遊
星
は
登
生
し
得
な
い
様
で
あ
る
Q
又
土

　
星
環
が
ラ
プ
ラ
ス
の
考
へ
た
様
に
星
雲
質
で
な
い
事
が
明

　
か
に
さ
れ
て
此
の
説
も
覆
さ
れ
た
。

せ
い
う
ん
そ
星
雲
素
（
乞
告
巳
ご
津
）
屍
斯
星
雲
の
ス
．
（
、
ク
ト

　
ル
中
に
非
常
に
光
輝
の
強
い
線
で
、
而
か
も
地
球
上
で
登

　
見
さ
れ
て
る
る
既
知
元
素
の
何
れ
の
線
に
も
概
當
し
な
い

　
も
の
が
あ
る
。
其
の
襲
光
要
素
こ
し
て
未
知
元
素
「
星
雲

　
素
」
ご
云
ふ
も
の
が
意
想
さ
れ
だ
。
し
か
し
星
雲
線
が
輕

　
元
素
の
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
に
拘
ら
す
、
物
理
學

　
上
天
の
様
な
未
知
元
素
が
存
在
し
得
な
い
事
が
明
か
に
さ

　
れ
て
る
る
。
帥
ち
星
雲
線
は
あ
る
特
殊
の
刺
戟
環
境
の
下

　
に
既
知
元
素
の
出
す
も
の
で
あ
ら
う
ご
信
せ
ら
れ
る
Q
特

　
に
著
し
い
線
は
波
長
五
〇
〇
七
・
○
ご
四
九
五
九
・
一
の
二

　
藩
儒
で
あ
る
。

せ
い
ぐ
ん
星
群
（
o
。
窮
9
、
。
毛
）
幾
何
か
の
星
が
何
等
か
の

　
相
互
關
係
を
持
っ
て
共
通
運
動
を
し
て
み
る
様
な
も
の
を

　
一
般
に
星
一
群
ご
呼
ん
で
み
る
。
ビ
ア
デ
ス
や
、
北
斗
七
星

　
の
爾
端
二
星
を
除
い
た
五
星
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
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せ
い
ぎ
星
座
　
（
∩
8
ω
量
目
δ
コ
）
　
昔
の
人
は
星
の
位
置
を
表

　
は
す
爲
め
に
天
球
上
に
遜
劃
を
作
つ
π
。
之
が
星
座
の
起

　
り
で
あ
る
。
ト
レ
ミ
ー
の
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
に
は
四
十
入
の

　
星
座
が
記
載
さ
れ
て
る
る
。
其
後
・
十
七
世
紀
に
至
っ
て
更

　
に
南
天
に
新
星
座
を
バ
イ
エ
ル
や
ヘ
ベ
リ
ウ
ス
等
が
追
加

　
し
た
。
一
九
ニ
ニ
年
の
萬
國
天
皇
同
盟
総
監
で
生
要
星
座

　
入
十
九
個
を
潮
見
す
る
事
に
定
め
ら
れ
た
。

せ
い
だ
ん
星
團
（
し
∩
薯
Ω
昊
9
　
天
球
上
諸
所
に
密
集
し

　
た
星
の
群
團
が
あ
る
。
之
等
を
星
團
ご
呼
ぶ
。
形
や
密
集

　
の
機
は
一
様
で
な
い
が
、
球
状
星
團
ご
散
開
星
團
に
大
別

　
さ
れ
る
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
散
開
星
霜
（
○
鷺
・
Ω
冤
Ω
、
）
　
…
定
の
型
を
持
つ
の
で
な

　
く
不
規
則
に
星
の
集
合
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
叉
其
の

　
中
に
は
光
度
の
雑
多
な
星
を
含
み
、
其
星
数
に
も
多
少
が

　
あ
る
Q
散
開
星
團
は
明
か
に
銀
河
面
に
近
い
分
布
を
示
し

　
ヌ
ペ
ク
ト
ル
も
普
癒
恒
星
ス
ペ
ク
ト
ル
を
示
し
て
み
る
。

　
舜
光
視
差
の
知
れ
て
み
る
も
の
も
少
し
あ
る
。
例
へ
ば
ビ

　
ア
諒
プ
ス
　
（
四
十
パ
ー
セ
ツ
ク
）
、
プ
レ
ア
デ
ス
　
（
一
〇
〇
パ

　
ー
セ
ツ
ク
）
、
プ
レ
セ
ベ
　
（
一
入
○
パ
ー
セ
ツ
ク
）
な
ご
。

　
此
種
に
囑
す
る
星
團
は
約
二
百
個
知
ら
れ
て
み
る
Q

　
る
　
　
を
　
　
へ
　
　
も

　
球
歌
青
蜂
（
Ω
δ
げ
包
鷲
Ω
⊆
ω
鐸
）
　
一
見
し
て
球
状
を
呈

　
し
、
中
心
に
向
っ
て
著
し
く
密
集
し
て
み
る
事
が
わ
か
る
。

　
二
三
は
肉
眼
で
も
見
え
る
。
球
外
土
團
の
分
布
は
一
種
濁

　
特
で
、
射
手
座
の
中
の
或
る
黙
附
近
に
片
寄
っ
て
み
る
。

　
星
の
籔
は
梅
宮
約
五
千
で
其
の
色
指
数
も
非
常
に
廣
い
範

園
に
渡
っ
て
み
る
。
叉
軍
歌
星
團
に
は
多
く
の
墾
光
星
が

　
登
見
さ
れ
て
る
る
が
殆
ん
ご
皆
目
フ
ァ
イ
型
で
あ
る
。
從

　
つ
て
其
れ
か
ら
距
離
　
を
知
る
事
が
出
凍
る
。
メ
シ
エ
三
番

　
（
一
四
〇
〇
〇
パ
ー
セ
ツ
ク
）
、
メ
シ
エ
十
＝
一
番
（
一
一
〇

　
〇
〇
バ
ー
セ
ッ
ク
）
、
N
G
C
七
〇
〇
⊥
ハ
（
七
〇
〇
〇
〇
パ

　
ー
セ
ツ
ク
）
な
ご
。

　
こ
の
他
に
マ
ゼ
ラ
ン
雲
ご
云
ふ
尤
大
な
星
の
集
團
が
あ

　
る
。
之
は
銀
河
系
に
疋
敵
す
る
も
の
だ
ら
う
ご
云
は
れ
て

　
み
る
（
マ
ゼ
ラ
ン
良
風
照
）
。

せ
い
ひ
星
沈
（
G
Q
韓
ヵ
注
○
）
　
無
限
の
室
間
に
等
方
的
に
星

　
が
分
布
し
て
み
る
ご
假
適
し
た
時
に
、
あ
る
等
級
の
星
藪

　
が
其
れ
よ
り
も
一
等
級
だ
け
強
く
輝
い
た
星
の
数
に
勢
す

　
る
比
を
星
比
ざ
云
ふ
。
理
論
的
に
は
“
二
・
九
⊥
ハ
ご
云
ふ
槽
夙

　
が
出
て
み
る
。
之
は
光
比
の
旦
2
乗
羅
に
等
し
い
關
係
を
持

　
つ
て
み
る
。
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せ
い
り
．
ゆ
う
星
流
（
一
霞
∪
「
岸
）
恒
星
の
固
有
運
動
は
全

　
く
任
意
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
極
部
的
星
流
の
存
在
は
．
可

　
成
り
前
か
ら
知
ら
れ
て
み
た
。
一
九
〇
四
年
カ
プ
タ
イ
ン

　
は
固
有
運
動
研
究
の
結
果
、
決
し
て
星
の
運
動
が
観
羅
な

　
も
の
で
は
な
く
、
黙
る
根
本
的
な
關
係
を
持
っ
て
居
り
、

　
且
つ
其
れ
が
全
天
に
わ
た
っ
て
み
る
事
を
登
嘉
し
た
。
帥

　
ち
星
の
運
動
は
視
差
運
動
ご
無
關
係
に
二
つ
の
方
向
を
持

　
つ
て
居
る
Q
此
の
爲
め
に
二
つ
の
星
流
の
存
在
が
考
へ
ら

　
れ
、
恒
星
流
説
が
立
て
ら
れ
た
。
其
の
後
エ
デ
ン
ト
ン
や

　
ダ
イ
ソ
ソ
等
も
此
の
結
果
の
正
し
い
事
を
確
め
た
。
同
じ

　
現
象
を
シ
ユ
フ
ル
ッ
シ
〃
ド
は
楕
圓
騰
学
説
で
説
明
し
て

　
み
る
。
し
か
し
エ
デ
ン
ト
ン
は
研
究
の
結
果
二
星
流
説
の

　
方
が
正
し
い
こ
し
た
。
此
の
二
星
流
の
運
動
方
向
が
殆
ん

　
ご
銀
河
面
ご
一
致
し
て
み
る
事
は
重
要
な
事
で
あ
る
。
二

　
星
，
流
の
頂
黙
は
次
の
如
く
出
で
み
る
。

カ
プ
タ
イ
ン

エ
デ
ン
ト
ン

ダ
イ
ソ
ン

第
一
流
の
項
黙

一九九入赤

三一五
　　　翌翌

　一一赤
七五一
　　　爽

　　　琶緯

第
二
流
の
頂
黙

ニニニ赤
縄入六
六入○
　　度経

六六四赤
四四入
　　壌
　　㊥緯

　
　
　
　
　
む
　
　
の
　
　
の
　
　
ゆ

　
　
　
　
天
交
霊
盟
累
に
つ
い
て

天
丈
語
藁
に
「
天
界
」
の
特
刷
附
録
亡
し
て
六
年
前
か
ら
私
行
ぜ
ら
れ
、
天

文
用
語
々
簡
潔
に
説
明
し
て
み
る
珍
．
ら
し
い
爾
版
物
で
す
。
但
し
、
此
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

し
穴
類
の
も
の
ば
譲
者
諸
氏
が
其
の
心
置
に
塗
都
菱
揃
へ
る
と
と
が
最
も

累
ま
し
い
の
で
す
け
れ
で
、
中
途
か
ら
同
好
會
に
入
つ
六
人
々
の
六
め

に
、
本
會
事
務
室
に
豫
備
品
が
少
し
も
獲
し
て
あ
り
ま
ぜ
ん
。
し
か
し
、

若
し
多
藪
の
人
々
が
御
希
望
な
ら
ば
語
彙
の
第
閏
ペ
ー
ジ
か
ら
重
ね
て
印

捌
す
る
こ
ぜ
に
し
ま
ぜ
う
。
何
卒
御
希
望
の
ぺ
ー
ツ
准
往
復
ハ
が
キ
で
申

込
ん
で
下
さ
い
。
代
便
に
毎
四
ぺ
ー
ツ
に
付
き
金
拾
鑓
（
郵
税
不
用
）
で

す
。　

昭
和
二
年
入
月
二
＋
日
　

天
文
同
好
會

天
文
語

番
號
（
ぺ
τ
ジ
）

一
（
一
一
－
－
－
四
）

二
（
五
　
　
　
八
）

八七六五四…ご一〇九八七六五四三
　ハへ　　　　　　　　が　が　へ　　　
六六六五五四四四三三二二面一一九
拝丁キ〒杯丁ヤ〒秤丁雫刊
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